
                     
 

第 36 号（平成 28 年８月 10 日）      
  

     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は次の方々に長野県の山岳地域で発生した遭難の代表的な事例を原則

的に 1週間ごとにお伝えし、「安全登山」のための情報提供をしています。  

◇お客様と接する登山用品店舗スタッフの方 

◇インターネットの登山情報サイトを利用される登山者         

◇長野県内の各地区山岳遭難防止対策協会 

 

平成 28 年中の山岳遭難発生状況（平成 28 年 1 月 1 日～７月 24 日） 

 

区分 発生件数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

平成 28 年 128 23 3 68 52 146 

平成 27 年 121 24 1 62 54 141 

前年同期比 7 -1 2 6 -2 5 

 

山域別発生状況 

 

区分 件数 件数比率 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北ア 

槍穂高 29 22.7% 7   14 12 33 

後立山 22 17.2% 2 1 13 9 25 

その他 16 12.5% 2 1 8 6 17 

計 67 52.3% 11 2 35 27 75 

中央アルプス 18 14.1% 3 
 

10 6 19 

南アルプス 5 3.9% 1 
 

2 2 5 

八ヶ岳連峰 14 10.9% 2 
 

10 4 16 

その他の 

山岳 
24 18.8% 6 1 11 13 31 

計 128 100.0% 23 3 68 52 146 

 

島崎 三歩 
特別隊員  



日付 場所 
年

齢 

性

別 
態様 死傷別 状況 

7 月 20 日 北穂高岳 67 男 滑落 死亡 槍ヶ岳から北穂高岳に向け縦走中、 

A 沢コル付近で滑落、死亡 

 

7 月 21 日 燕岳 65 女 その他 無事救出 休憩した際に食べ物を喉に詰まらせ 

救助要請 

7 月 20 日 天狗ノ頭 76 男 滑落 負傷 天狗のコルから岳沢に下山中、 

天狗沢で滑落、負傷 

7 月 22 日 槍ヶ岳 67 男 その他 負傷 槍ヶ岳から下山中、足を捻り負傷 

 

20日午前10時10分ころ、北アルプス北穂高岳で山岳遭

難が発生しました。状況は、北穂高岳 A 沢コル付近で、

滋賀県彦根市居住の男性 A さん 67 歳が滑落したもの

で、状況を目撃した別の登山者の通報で、男性を県警ヘ

リで救助し、松本市内の病院に収容しましたが、出血性

ショックによる死亡が確認されました。 

21 日午前 11 時 20 分ころ、燕岳で山岳遭難が発生しました。状況は、埼玉県居住の女性 A

さん 65 歳が、21 日、中房から夫と 2 人で燕岳に登山中、合戦小屋休憩所で休憩した際、食

べ物を喉に詰まらせて意識を失い、居合わせた登山者等が措置し、警察署に救助を求めた

もので、安曇野警察署員、県警山岳救助隊員、遭対協救助隊で地上搬送し、県警ヘリで救

助して病院に収容しました。 

21 日午後 6 時 10 分ころ、北アルプス天狗の頭付近で山岳遭難が発生しました。状況は、東

京都居住の男性Aさん76歳が19日に単独で岐阜県から入山し、20日に天狗沢を下山中に

約3メートル滑落して、左脇腹強打により動けなくなり、一晩ビバーク後、21日、下山を始めた

が、再度動けなくなり、救助要請をしたものです。救助要請を受け、夏山常駐パトロール隊員

が出動し、付近の山小屋へ収容した後、県警ヘリで救助し、病院に収容しました。 

22日午前9時ころ、北アルプス槍ヶ岳坊主岩小屋付近で

山岳遭難が発生しました。状況は、東京都居住の男性 A

さん67歳が19日に単独で上高地から入山し、22日槍ヶ

岳から横尾に下山する際に、岩で足を滑らせ、足首をひ

ねり右足首骨折等の重傷を負ったもので、別の登山者を

介して松本警察署に救助要請があり、県警ヘリで救助

し、病院に収容しました。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/documents/0720kitaho.jpg
http://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/documents/0722yari.jpg


7 月 23 日 甲斐 

駒ヶ岳 

39 男 滑落 負傷 単独で入山し、道に迷った後、 

滑落、負傷 

7 月 23 日 燕岳 53 男 転倒 負傷 燕岳から下山中、転倒し、負傷 

7 月 23 日 三ノ沢岳 74 男 疲労 無事救出 下山中、疲労により行動不能 

7 月 23 日 槍ヶ岳 49 男 滑落 負傷 
槍ヶ岳に向け登山中、北鎌尾根で 

滑落、負傷 

 

7 月 23 日 塩見岳 65 女 病気 無事救出 熱中症のため行動不能 

22 日午後 5 時 41 分ころ、南アルプス甲斐駒ヶ岳の水晶沢付近で山岳遭難が発生しました。

状況は、男性Aさん39歳が単独で甲斐駒ヶ岳に入山し、22日道迷いのため、家族にメールで

救助要請をし、埼玉県警を通じて長野県警に通報があったもので、南アルプス北部地区山岳

遭難防止対策協会等が出動し、県警ヘリで救助の上、病院に収容しました。A さんは、右肩打

撲の軽傷です。 

23 日午前 9時 2 分ころ、燕岳の合戦小屋と富士見ベンチの間で山岳遭難が発生しました。状

況は、三重県居住の男性 A さん 53 歳が友人と 2 人で 22 日から中房登山口から入山し、23

日燕岳から中房温泉に下山途中、転倒して左膝を負傷し、自力下山できなくなり、同行してい

た友人が警察署に救助を求めたもので、23 日県警ヘリで救助し、病院に収容しました。 

23日午後1時20分ころ、中央アルプス三ノ沢岳頂上付近の登山道で、山岳遭難が発生しまし

た。状況は、松本市居住の男性 A さん 74 歳が、23 日家族 3 人と中央アルプス三ノ沢岳に入

山し、千畳敷へ下山予定であったが、途中で体力が衰弱して動けなくなり、家族が駒ヶ根署へ

救助を求めたもので、警察及び遭対協が救助し、千畳敷のホテルに到着しました。 

23日午後3時46分ころ、北アルプス槍ヶ岳で山岳遭難が

発生しました。状況は、神奈川県横浜市居住の男性 A さ

ん 49 歳が、22 日に仲間 2 人と上高地から入山し、23 日

北鎌尾根から槍ヶ岳に登山中、約100メートル滑落して両

足骨折等の重傷を負ったもので、同行者からの救助要請

を受け、県警ヘリで救助し、病院へ搬送しました。 

23 日午後 4 時 13 分ころ、南アルプス塩見岳の塩見小屋付近で山岳遭難が発生しました。状

況は、大阪府居住の女性A さん 65歳が、23 日 7人パーティで塩見岳に登頂後、下山途中に

体調不良で行動不能となり、同行者が 119 番及び 110 番通報し救助を求めたものですが、体

調が回復し、23 日同行者とともに自力下山しました。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/documents/0723yari.jpg


7 月 24 日 赤岳 40 男 病気 無事救出 持病が発症し、行動不能 

7 月 24 日 常念岳 39 男 疲労 無事救出 
常念岳から蝶ヶ岳に向け縦走中、 

疲労のため行動不能 

 

7 月 24 日 常念岳 67 女 転倒 負傷 常念岳から蝶ヶ岳に向け縦走中、 

バランスを崩し転倒、負傷 

 

7 月 24 日 白馬岳 50 男 転倒 負傷 猿倉から唐松岳に向け登山中、 

転倒、負傷 

 

内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 

 ＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関する質問・意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp まで 

お寄せください。 

24日午前 5時 20分ころ、八ヶ岳連峰赤岳行者小屋付近で、山岳遭難が発生しました。

状況は、滋賀県高島市居住の男性 Aさん 40歳が、22日に 10名パーティで美濃戸口か

ら入山し、23 日、赤岳等を登頂後、行者小屋に宿泊したが、持病が悪化し、右足が腫

れ自力下山できなくなったもので、山小屋を介して救助要請を受け、県警ヘリで救助し、

病院に収容しました。 

24 日午前 6時 55分ころ、常念岳から蝶ヶ岳側の稜線上

付近で、山岳遭難が発生しました。状況は、神奈川県大

和市居住の男性Aさん39歳が、23日に仲間2人と三股

から入山し、蝶ヶ岳に向け登山中に疲労で動けなくなり、

一晩、稜線上でビバークしたが回復しないことから、救助

要請をしたもので、県警ヘリで救助し病院に収容しまし

た。 

24 日午前 9 時ころ、常念岳から蝶ヶ岳側の稜線上付近

で、山岳遭難が発生しました。状況は、愛媛県宇和島市

居住の女性Aさん 67歳が、22日に仲間 2人と中房から

入山し、蝶ヶ岳に向けて登山中に転倒した際、顔面と足

を負傷して行動不能となり、救助を求めたもので、県警

ヘリで救助し病院に収容しました。 

24日午前8時40分ころ、北アルプス白馬岳丸山付近で、山岳遭難が発生しました。状況は、

東京都練馬区居住の男性Aさん50歳が、23日、猿倉から入山し、唐松岳方向へ縦走中、丸

山付近の下り坂で足を滑らせ転倒して、左足首骨折、靭帯断裂の重傷を負ったもので、山小

屋の診療所で応急処置を受けた後、夏山常駐隊員から通報を受けた県警ヘリが救助し、病

院へ収容しました。 
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